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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。�

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
大
き
な

災
害
も
な
く
、
作
況
「
や
や
良
」

と
な
っ
た
米
を
筆
頭
に
、
農
業
は

良
い
結
果
を
出
し
、
年
末
に
は
、

季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
で
締
め
く
く
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
三
月
二
十
七
日
に
は
八

峰
町
誕
生
か
ら
満
十
年
を
迎
え
、

式
典
を
行
う
等
、
新
た
な
町
づ
く

り
を
誓
い
合
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。�

　
そ
し
て
、
四
月
六
日
に
は
、「
八

峰
中
学
校
」
と
「
峰
浜
小
学
校
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
児
童
生
徒
は
、

活
気
あ
ふ
れ
る
学
校
生
活
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
新
年
を
迎
え
て
、
今
年

も
町
政
課
題
の
進
展
に
向
け
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。�

　
ま
ず
、
今
年
度
か
ら
実
施
す
る

「
第
二
次
総
合
振
興
計
画
」
を
基

に
し
た
各
種
施
策
を
着
実
に
実
行

に
移
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。�

　
次
に
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
で
掲
げ
た
四

本
柱
を
実
現
す
る
事
業
を
実
施
し

な
が
ら
、
人
口
減
少
に
少
し
で
も

歯
止
め
を
か
け
て
い
く
こ
と
で
あ

り
ま
す
。�

　
三
つ
目
は
、
秋
田
県
と
の
未
来

づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
が

る
八
峰
し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。�

　
四
つ
目
に
、
八
森
こ
ど
も
園
の

認
定
こ
ど
も
園
移
行
と
峰
浜
地
区

の
今
後
の
こ
ど
も
園
の
方
向
性
を

決
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。�

　
五
つ
目
は
、
合
併
算
定
替
え
の

段
階
的
縮
小
や
人
口
減
少
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
減
少
に
耐
え
得
る

行
財
政
改
革
等
に
引
き
続
き
取
り

組
む
こ
と
で
あ
り
ま
す
。�

　
年
明
け
早
々
か
ら
、
二
十
九
年

度
の
予
算
編
成
に
入
っ
て
い
き
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
へ
対
応
す
る

福
祉
の
充
実
、
雇
用
を
確
保
す
る

活
力
あ
る
産
業
の
振
興
、
老
朽
化

し
た
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
、
次
代
を

担
う
人
材
を
育
て
る
教
育
環
境
整

備
、
地
域
要
望
へ
の
対
応
は
じ
め

町
民
生
活
向
上
に
直
結
す
る
様
々

な
課
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
今

年
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。�

　
結
び
に
、
今
年
も
町
民
の
皆
様

が
ご
健
勝
で
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。�

�2017年の新春を迎えて�
八峰町長�加　藤　和　夫�

八

峰

町

消

防

出

初

八

峰

町

消

防

出

初

式�

八

峰

町

消

防

出

初

式�

　
１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。�

　
こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
沢
目
駅
前
で
分
列

行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受
け
た
後
、

八
峰
中
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典
に
出
席
。�

　
式
典
で
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

消
防
団
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
な
ど

に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
代

表
し
て
第
８
分
団
の
後
藤
誠
さ
ん
（
畑
谷
）

が
感
謝
の
意
を
述
べ
、
今
後
も
地
域
の
安
全

を
守
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。�

表
彰
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）�

�

●
秋
田
県
知
事
表
彰�

【
有
功
章
】�

　
第
８
分
団
　
　
副
分
団
長
　
後
藤
　
　
誠�

　
第
９
分
団
　
　
班
　
　
長
　
本
庄
　
尚
哉�

　
第
12
分
団
　
　
班
　
　
長
　
畠
山
　
正
夫�

�【
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
）】�

　
第
12
分
団
　
　
副
分
団
長
　
三
浦
　
　
務�

�【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】�

　
第
９
分
団
　
　
分

団

長
　
木
村
　
啓
二�

　
第
12
分
団
　
　
分

団

長
　
佐
藤
　
孝
之�

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】�

第
４
分
団
　
　
分

団

長
　
佐
々
木
慶
夫�

第
６
分
団
　
　
分

団

長
　
金
平
多
三
夫�

第
６
分
団
　
　
班
　
　
長
　
金
平
　
正
宏�

第
９
分
団
　
　
副
分
団
長
　
鈴
木
　
　
徹�

第
９
分
団
　
　
班
　
　
長
　
菊
地
　
良
輝�

第
９
分
団
　
　
団
　
　
員
　
亀
田
　
琢
也�

第
13
分
団
　
　
副
分
団
長
　
山
本
　
美
三�

�【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】�

　
第
５
分
団
　
　
分

団

長
　
米
森
　
悦
浩�

　
第
８
分
団
　
　
班
　
　
長
　
武
田
　
　
薫�

　
第
９
分
団
　
　
班
　
　
長
　
鈴
木
　
　
勇�

　
第
９
分
団
　
　
団
　
　
員
　
齊
藤
　
卓
也�

　
第
11
分
団
　
　
副
分
団
長
　
石
井
　
達
也�

　
第
13
分
団
　
　
班
　
　
長
　
石
上
　
義
久�

　
第
15
分
団
　
　
班
　
　
長
　
金
谷
　
富
蔵�

　
第
15
分
団
　
　
班
　
　
長
　
門
脇
　
　
敬�

�

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰�

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】�

第
１
分
団
　
田
村
薫
、
第
５
分
団
　
米
森

雄
大
、
第
８
分
団
　
後
藤
正
明
、
第
８
分

団
　
武
田
雅
美
、
第
９
分
団
　
中
山
秀
樹
、

第
12
分
団
　
吉
田
泰
、
第
15
分
団
　
須
藤

正
敬�

●
秋
田
県
消
防
協
会�

　
能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰�

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】�

第
１
分
団
　
菊
谷
和
春
、
第
１
分
団
　
笹

本
忠
継
、
第
２
分
団
　
大
高
哲
錠
、
第
３

分
団
　
伊
藤
靖
智
、
第
３
分
団
　
伊
藤
清

孝
、
第
４
分
団
　
田
崎
照
俊
、
第
10
分
団

渡
邊
雅
俊
、
第
14
分
団
　
木
村
務
、
第
14

分
団
　
藤
田
久
幸
、
第
15
分
団
　
　
橋
功�

�

●
八
峰
町
長
表
彰�

【
５
年
精
勤
章
】�

本
部
分
団
　
高
橋
大
樹
、
第
５
分
団
　
薩

摩
晃
大
、
第
６
分
団
　
三
浦
耕
太
、
第
11

分
団
　
門
脇
裕
弥
、
第
13
分
団
　
北
林
伸
、

第
14
分
団
　
工
藤
猛
、
第
15
分
団
　
菊
地

拓
真�

【
３
年
精
勤
章
】�

第
７
分
団
　
藤
嶋
恒
一
、
第
８
分
団
　
後

藤
睦
美
、
第
９
分
団
　
本
庄
蓮
、
第
13
分

団
　
工
藤
優
、
第
13
分
団
　
高
橋
健
太
、

第
15
分
団
　
岩
城
歩
美�

�

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
感
謝
の
言
葉�

　
峰
浜
小
学
校
区
　
　
峰
浜
小
学
校
警
火
団�

　
八
森
小
学
校
区
　
　
八
森
小
学
校
警
火
団�

分列行進�

知事表彰�

少年警火団記念品授与�

〜
今
年
の
無
火
災
を
誓
う
〜�
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平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

普
通
交
付
税
の
大
幅
な
減
に
よ
る
財
源
不
足
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
事
業
は
極
力
抑

制
す
る
と
と
も
に
、
効
果
の
薄
れ
た
事
務
事
業

の
廃
止
・
縮
小
に
集
中
的
に
努
め
る
こ
と
や
、

本
年
度
に
策
定
す
る
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
で
示
さ
れ
る
方
針
に
基
づ
き
、
遊
休
施

設
の
除
却
を
計
画
的
に
進
め
、
維
持
管
理
費
の

縮
減
を
図
っ
て
い
く
初
年
度
と
し
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
「
第
二
次
八
峰
町
総
合
振
興
計
画
」

の
構
想
・
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
は
着
実
に
実

行
し
、
町
の
将
来
像
「
白
神
の
自
然
と
人
と
で

創
る
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
実
現
の
た
め
の
通
年

予
算
を
編
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
な
か
で
も
、
国
の
「
地
方
創
生
関
連
事
業
」

や
県
の
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
の
維

持
・
活
性
化
を
図
る
新
た
な
取
組
み
」
な
ど
の

新
規
補
助
事
業
は
積
極
的
に
活
用
し
、
町
が
策

定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
基
づ
く
産
業
振
興
や
移
住
・
定
住
対
策
、

少
子
化
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
お

が
る
八
峰
し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す

る
諸
施
策
は
、
「
あ
き
た
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
採
択
さ
れ
て
お
り
、
最
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
そ
の
着
実
な
推
進
を
図
り

ま
す
。�

���

　
旧
塙
川
小
学
校
の
利
活
用
計
画
に
つ
い
て
で

す
が
、
11
月
８
日
、
役
場
に
お
い
て
「
第
１
回

旧
塙
川
小
学
校
利
活
用
計
画
検
討
会
」
を
開
催

し
、
会
長
、
副
会
長
を
互
選
し
た
後
、
地
区
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
役
場
庁
内
検
討
会
の

協
議
結
果
な
ど
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
日
程
を
協
議
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
12
月
７
日
に
は
、
旧
塙
川
小
学
校
に

会
場
を
移
し
て
第
２
回
検
討
会
を
開
催
し
、
現

地
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
各
委
員
か
ら
利
活

用
案
を
提
案
し
て
い
た
だ
く
な
ど
本
格
的
な
議

論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
、
数
回
会

議
を
開
催
し
、
３
月
末
ま
で
に
利
活
用
計
画
を

答
申
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

������������������ �

　
　
　�

　
八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
統
一
に
つ

い
て
で
す
。
平
成
18
年
の
八
峰
町
誕
生
以
来
、

福
祉
需
要
が
増
え
る
中
、
二
事
務
所
体
制
で
運

営
し
て
き
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
や
、
効

率
的
な
職
員
体
制
の
構
築
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
た
め
事
務
所
の
一
本
化
が
必
要
と

の
こ
と
で
し
た
。�

　
こ
の
４
月
に
旧
八
森
中
学
校
校
舎
が
遊
休
施

設
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
と
し
て
無
償
貸
与
し
、
本
年
10
月
に
引

っ
越
し
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
社
会
福
祉
施
設
と

し
て
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
「
地
域
介
護
・

福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交
付
金
及
び
地
域

介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
推
進
交
付
金
」
を
利

用
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な
ど
を
実
施
し
、
こ

の
た
び
完
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら

は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を
新
た
に
受
託
す

る
計
画
で
あ
り
、
地
域
福
祉
及
び
介
護
の
拠
点

施
設
と
し
て
更
な
る
活
動
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。�

����

　
ハ
タ
ハ
タ
資
源
は
、
平
成
25
年
以
降
減
少
傾

向
が
顕
著
と
な
り
、
今
季
の
秋
田
県
の
漁
獲
対

象
資
源
量
は
昨
年
よ
り
１
０
０
ト
ン
少
な
い
１，

９
０
０
ト
ン
程
度
と
、
大
変
厳
し
い
状
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
状
況
を
受
け
、
県
や
漁
業
関
係
者
で
構

成
す
る
「
ハ
タ
ハ
タ
資
源
対
策
協
議
会
」
で
は
、

今
季
の
漁
獲
枠
を
昨
年
と
同
じ
８
０
０
ト
ン
と

し
、
そ
の
う
ち
北
部
総
括
支
所
管
内
に
割
り
当

て
ら
れ
た
季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
の
漁
獲
枠
配
分
は
、

昨
年
と
同
じ
１
０
２
・
７
ト
ン
と
厳
し
い
漁
獲

制
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
季
の
季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
は
、
11
月
25
日
正

午
に
解
禁
さ
れ
、
網
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

海
が
し
け
た
後
の
12
月
３
日
に
は
、
本
格
的
に

接
岸
し
、
八
森
・
岩
館
両
漁
港
あ
わ
せ
て
、
８
・

４
ト
ン
の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
ほ
か
、
翌
日
の
12

月
４
日
に
は
30
ト
ン
を
超
え
、
順
調
に
水
揚
げ

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。�

　
魚
体
は
、
２
歳
か
ら
３
歳
魚
中
心
で
、
例
年

に
比
べ
大
型
魚
が
多
く
混
ざ
っ
て
お
り
、
価
格

も
高
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。�

���

　
記
念
す
べ
き
10
回
目
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

今
回
は
、
町
内
か
ら
13
店
舗
、
町
外
か
ら
21
店

舗
、
合
計
で
昨
年
よ
り
１
店
舗
少
な
い
34
の
グ

ル
メ
店
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
２
日
間
の
売
り
上
げ
は
、
悪
天
候
に
よ
り
伸

び
悩
み
、
34
の
グ
ル
メ
店
と
お
ら
ほ
の
館
を
合

わ
せ
て
、
約
６
７
０
万
円
と
前
年
の
売
り
上
げ

約
８
０
０
万
円
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。
雨

の
中
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
と
、
企

画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
実
行
委
員
会
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
ル
ー
ト
１
０
１
観
光

連
絡
協
議
会
に
よ
る
国
盗
り
網
引
き
合
戦
は
、

昨
年
に
続
き
強
風
に
よ
り
中
止
に
な
り
、
10
月

15
日
の
「
深
浦
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
ま
つ
り
と
深
浦

牛
ま
つ
り
」
で
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
結
果
は
２
勝
１
敗
で
見
事
勝
利
を
収
め
、

観
光
的
県
境
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
お
殿
水
」
か

ら
青
森
県
の
「
十
二
湖
駅
」
へ
北
上
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。�

���

　
平
成
29
年
産
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
で
す

が
、
農
林
水
産
省
は
11
月
28
日
、
29
年
産
米
の

都
道
府
県
別
生
産
数
量
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。

全
国
の
生
産
数
量
目
標
は
、
昨
年
よ
り
８
万
ト

ン
減
の
７
３
５
万
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。
秋
田

県
は
前
年
よ
り
４，

４
４
８
ト
ン
減
少
し
、
40

万
８，

６
４
４
ト
ン
の
配
分
と
な
り
、
昨
年
に

比
べ
１
・
１
％
減
少
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
産

米
以
降
、
国
か
ら
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
廃

止
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
実
質
、
今
回
が
最
後

の
配
分
と
な
り
ま
す
。�

���

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
で
す
。�

10
回
目
を
迎
え
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
28
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
去
る
９
月
29
日
公

表
さ
れ
、
秋
田
県
は
、
今
年
度
も
小
学
校
６
年

生
、
中
学
校
３
年
生
と
も｢

大
変
良
好
な
状
況

に
あ
る｣

と
の
こ
と
で
し
た
。�

　
当
町
の
状
況
は
、
小
学
校
６
年
生
に
つ
い
て

は
、
国
語
・
算
数
両
教
科
と
も
、
全
国
や
秋
田

県
の
平
均
を
超
え
る
良
好
な
結
果
で
し
た
。
ま

た
、
中
学
３
年
生
に
つ
い
て
は
、
全
国
・
秋
田

県
の
平
均
を
各
教
科
と
も
大
き
く
ク
リ
ア
し
て

大
変
良
好
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
学
力
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
こ
の
結
果

に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
分
析
し
、
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
授
業
の
中
で
重
点
的
に

取
り
組
み
、
指
導
方
法
を
工
夫
し
て
定
着
を
図

る
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
を
積
み
重
ね
、
更
に

は
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
有
効
活
用
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。�

���

　
10
月
３
日
よ
り
運
行
を
開
始
し
た
移
動
図
書

館
車
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
で
す
。�

　
移
動
図
書
館
車
の
愛
称
に
つ
い
て
は
、
運
行

に
先
駆
け
て
募
集
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
31

点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
八
森
小
学
校

１
年
吉
田
恋
菜
さ
ん
の
作
品「
と
し
ょ
カ
ー
ん
」

に
決
定
し
て
い
ま
す
。�

　
「
と
し
ょ
カ
ー
ん
」
は
、
２
週
間
に
１
回
の

割
合
で
各
集
落
や
要
望
の
あ
っ
た
事
業
所
等
を

ま
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
２
カ
月
の
貸
し
出
し
実

績
は
、
１
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と
平
均
で
10

人
の
利
用
者
数
と
31
冊
の
貸
出
冊
数
に
な
っ
て

い
ま
す
。
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
地
域
差
が
あ

る
た
め
、
口
コ
ミ
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
や
り

方
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�
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平
成
29
年
度
当
初
予
算�

地
方
創
生
関
連
事
業
を
積
極
的
に�

旧
塙
川
小
の
利
活
用
計
画�

　
　
３
月
末
ま
で
の
答
申
を
予
定�

ハ
タ
ハ
タ
漁
獲
枠
は
昨
年
と
同
じ�

大
型
魚
が
例
年
よ
り
多
く
混
じ
る�

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
一
本
化�

旧
八
森
中
校
舎
で
10
月
か
ら
業
務
開
始�

最
後
の
配
分
と
な
る
29
年
産
米
生
産
調
整�

　
　
　
秋
田
県
は
40
万
８，
６
４
４
ト
ン
に�

八峰町12月議会定例会�

町長の行政報告を�
　　　 お知らせします�

　八峰町12月議会定例会が14日から16日までの会期で開かれ、

町長の行政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われ

ました。�

　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。�

12
月
議
会
定
例
会
に�

　
　
　
提
出
し
た
主
な
議
案�

八
峰
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て�

�

八
峰
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

�

八
峰
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
及
び
八
峰
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

�

八
峰
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て�

�

八
峰
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

�

八
峰
町
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
条
例
制
定
に
つ
い
て�

�

土
地
の
処
分
に
つ
い
て�

�

土
地
の
取
得
に
つ
い
て�

�

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

�

平
成
28
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
補
正

予
算
４，

８
１
６
万
５
千
円
を
増
額

す
る
も
の�

主
な
追
加
補
正
分�

定
住
促
進
用
空
き
家
改
修
事
業
費
、

生
活
バ
ス
路
線
及
び
マ
イ
タ
ウ
ン

バ
ス
維
持
費
補
助
金
、
町
有
バ
ス

購
入
費
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急

支
援
事
業
補
助
金
の
追
加
な
ど�

�

各
特
別
会
計
補
正
予
算�

は
っ
ぽ
う
ん
め
も
の
ま
つ
り�

　
　
記
念
す
べ
き
10
回
目
の
開
催�

移
動
図
書
館
車「
と
し
ょ
カ
ー
ん
」�

　
　
利
用
者
は
１
日
平
均
10
人
に�

小
６
・
中
３
と
も
良
好
な
結
果
に�

　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査�

よ

し

た�

こ

こ

な�
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税務会計課からのお知らせ�

～申告の準備はお早めに～�
平成29年度町県民税の申告受付が始まります！�

　２月14日（火）から申告相談を受け付けます。いずれの会場でも申告できますが、混雑を防ぐた

め行政区ごとに日時と会場を設定していますので、なるべく指定された日にご来場ください。�

�

【申告が必要な方】�

・平成29年１月１日現在、町内に住所がある方�

　（平成28年中に収入が無くても、国民健康保険税の算定及び各種福祉関係の給付等に所得証

　明書が必要な方は、役場税務会計課へ連絡が必要となる場合があります。）�

�

【申告の必要が無い方】�

・税務署に所得税の確定申告をする方�

・給与収入のみで、年末調整済みの方�

�

【申告に必要なもの】�

①申告前に郵送される町民税・県民税の申告書�

（税務署から確定申告書が郵送されている場合は、その封筒一式）�

②印鑑�

③本人確認書類の写し ≪マイナンバーカード又は通知カード及び身元確認書類≫�

④収入・経費がわかる書類�

⑤給与・年金等の源泉徴収票　※原本（コピー不可）�

⑥社会保険料、生命保険料や地震保険料等の控除証明書　※原本（コピー不可）�

⑦医療費の支払領収書　※金額を集計して一緒にお持ちください�

⑧所得税の還付・納付の場合、通帳と通帳印�

�

　待ち時間短縮と円滑な申告ができるよう、営業や農業・不動産の申告をする方は、必ず「収支内

訳書」を作成して経費等の領収書と一緒にお持ちください。昨年分までの申告内容等から判断し、

平成28年分の申告が必要と思われる方には、１月中旬に申告書や収支内訳書用紙を郵送します。�

　また、申告書が届かなくても、平成28年中に一時的に収入があった方や途中で退職した方など

は申告が必要となることもあります。�

平成29年度　申告相談日程表�
月　日� 曜日� 対　象　区　域� 会　場� 受 付 時 間�

2月14日�

2月15日�

2月16日�

2月17日�

2月18日�

2月19日�

2月20日�

2月21日�

2月22日�

2月23日�

2月24日�

2月25日�

2月26日�

2月27日�

2月28日�

3月1日�

3月2日�

3月3日�

3月4日�

3月5日�

3月6日�

3月7日�

3月8日�

3月9日�

3月10日�

3月11日�

3月12日�

3月13日�

3月14日�

3月15日�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

岩館第２�

岩館第１・小入川�

滝の間・横間�

立石・茂浦�

休　　　　　　み�

休　　　　　　み�

中　　浜�

椿・椿台�

浜　　田�

休　　　　　　み�

目名潟・萩ノ台・蝦夷倉�

休　　　　　　み�

休　　　　　　み�

岩子・大久保岱・大岱�

水沢・駅前・大槻野�

三ツ森・カッチキ台・高野々�

田中・大土面・沼田�

畑谷・上畑谷・内坂・強坂・小手萩�

休　　　　　　み�

町内全域　（平日の申告が困難な方）�

休　　　　　　み�

仲村・塙・大信田�

大沢・横内・外林�

石川・内荒巻・稲子沢・大野�

町内全域�

休　　　　　　み�

町内全域　（平日の申告が困難な方）�

本館・八森第３�

八森第２・八森第１�

町内全域�

ファガス�
�

�

�

�

－�

ファガス��

�

－�

峰 栄 館�

－�

－�

峰 栄 館�

�

�

�

�

－�

峰 栄 館�

－�

峰 栄 館

�

�

�

�

－�

ファガス�

ファガス�

午前９時～午後３時�
�

�

�

�

－�

午前９時～午後３時��

�

－�

午前９時～午後３時�

－�

－�

午前９時～午後３時�

�

�

�

�

－�

午前９時～午後３時�

－�

午前９時～午後３時�
�

�

�

－�

午前９時～午後３時�

午前９時～午後３時�

■問合せ先　　八峰町税務会計課　　７６－４６０４�

　マイナンバー制度の導入により、申告書関係書類に提出される方の

マイナンバーの記載が必要になります。本人確認は、①マイナンバー

カード（個人番号カード）又は②通知カード及び運転免許証などの身

分証明書などで確認を行うため、申告の際には、これらの本人確認書

類の写しを提出していただくことになります。�

　マイナンバー関連は次号にも掲載します。�

　税務署での確定申告のために、平成２８年中の国民健康保険税の納付確認書が必要な方は、自宅へ郵送し

ますので担当までご連絡ください。�

　なお、町の申告会場で申告する予定の方は国保税の納付確認書は不要です。�

平成28年中の国民健康保険税の納付確認書について�

－� －�
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税務会計課からのお知らせ�

スイッチＯＴＣ薬控除（医療費控除の特例）が始まります�
　適切な健康管理の下で医療用医薬品からの代替を進める観点から、健康の維持・増進や疾病の予防など、

一定の取組を行う方が自己又は自己と生計を一にする配偶者その他の親族に係る一定のスイッチＯＴＣ医

薬品を購入した場合、その年分の総所得金額等から控除できる医療費控除の特例が始まります。�

　平成29年１月１日から平成33年12月31日まで。�

※平成29年１月１日購入分から対象となりますので、平成30年度（平成29年分）の確定申告・町県民税申

告より、所得控除が受けられます。�

■問合せ先　　八峰町税務会計課　　７６－４６０４�

対象となる期間は？�

　医薬品の購入額が１万２千円を超える場合に、その超える部分の金額について、その年分の総所得金額等か

ら控除されます。控除の上限は８万８千円です。�

控除となる額は？�

　「特定健康診査（メタボ検診）」「予防接種」「定期健康診断（事業主検診）」「健康診査（人間ドックなど）」「が

ん検診」が該当します。�

一定の取組とは？�

　医師の処方が必要だった医療用医薬品から転用された、薬局などで購入できる医薬品です。�

　対象医薬品については厚生労働省のホームページをご参照ください。�

スイッチＯＴＣ医薬品とは？�

　控除の適用には、①医薬品購入時の領収書　及び　②「一定の取組」を行ったことがわかる書類の提出が必

要です。�

必要な書類は？�

【注意】この特例の適用を受ける場合、通常の医療費控除は受けられません。�

八
峰
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　
　
ー
が
、
１
月
４
日
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。�

　
お
子
さ
ん
が
の
び
の
び
遊
ん

だ
り
、
子
育
て
中
の
ご
家
族
の

方
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
さ
ん
が

情
報
を
交
換
し
た
り
し
な
が
ら

交
流
で
き
る
ひ
ろ
ば
で
す
。�

　
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
子
育
て

や
出
産
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

た
り
、
お
話
を
し
た
り
し
な
が

ら
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽

に
遊
び
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

お
互
い
に
声
を
か
け
あ
っ
て
情

報
交
換
を
し
、
お
友
達
を
作
り

ま
し
ょ
う
！�

セ
ン
タ
ー
開
放
時
間�

・
月
〜
金
曜
日�

・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時�

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
休
み�

�

め
ん
ち
ょ
こ
ひ
ろ
ば�

・
毎
週
火
曜
日
開
催（
変
更
有
り
）�

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時�

　
親
子
遊
び
・
リ
ズ
ム
遊
び
・

制
作
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
た
て
、

親
子
の
触
れ
合
い
や
遊
び
の
紹

介
、
情
報
交
換
を
し
ま
す
。
子

育
て
の
輪
を
広
げ
、
在
宅
で
の

子
育
て
を
楽
し
め
る
交
流
の
場
、

仲
間
作
り
の
ひ
ろ
ば
で
す
。�

　
子
育
て
を
頑
張
る
皆
さ
ん
や

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
さ
ん
、
気
軽

に
遊
び
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。�

■問合せ先�

　八峰町子育て支援センター「あいあい」�

　　７４－６１７３　ＦＡＸ７４－６１７４�

　八峰町峰浜水沢字稲荷堂116－1

　
12
月
４
日
、
平
成
28
年
度
秋

田
県
よ
い
歯
の
保
育
園
表
彰
が

行
わ
れ
、
八
森
子
ど
も
園
、
沢

目
子
ど
も
園
、
塙
川
子
ど
も
園

の
３
園
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。�

　
４
・
５
歳
児
で
虫
歯
が
な
い

子
ど
も
の
割
合
が
高
い
保
育
園

や
幼
稚
園
が
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、
県
内
２
０
０
を
超
え
る
園

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
八
峰
町
で
は
、
子
ど
も
の
虫

歯
対
策
と
し
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
フ

ッ
化
物
洗
口
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
給
食
を
食
べ
た

ら
毎
日
行
っ
て
お
り
、
そ
の
効

果
が
出
て
き
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。�

秋
田
県
よ
い
歯
の
保
育
所
表
彰�

町
内
３
園
が
優
良
賞
受
賞�
�

能代税務署からのお知らせ～確定申告書作成会場開設期間～�

■開設期間　　２月16日（木）～３月15日（水）※土日、祝日除く�

■開設時間　　午前９時～午後５時　　　■開設場所　　能代税務署�

■そ の 他　　会場開設前は申告書作成会場を設置しておりません。少ない職員での対応となり、

長時間お待ちいただく場合がありますので、会場開設期間中にお越しください。�

■問合せ先　　能代税務署　　５２－６１１１�

鮨待夢から�
始まります�

鮨待夢から�
　　　始まります�

（鮨待夢商品引換券付）�（鮨待夢商品引換券付）�

お寿司の宅配と�
お持ち帰り�

新しい葬儀のお花�

八峰町プレミアム商品券�

八峰町敬老記念商品券�

取 扱 店�
八峰町地区3,240円以上で配達致します。�

お寿司の宅配と�
お持ち帰り�

使用期限が迫っています�

使用期限：Ｈ29年２月８日�

使用期限：Ｈ29年１月31日�



���
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
の
12
月
９
日
に
再
認
定

審
査
の
結
果
発
表
が
行
わ
れ
、
八
峰

白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
条
件
付
き
再

認
定
」
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
後
に

再
び
行
わ
れ
る
再
認
定
審
査
に
向
け

て
、
評
価
さ
れ
た
部
分
は
今
後
も
継

続
し
、
指
摘
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

は
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

　�

�����������������

��

　
審
査
を
し
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委

員
会
か
ら
は
次
の
報
告
が
出
さ
れ
ま

し
た
。�

●
評
価
さ
れ
た
点�

・
地
域
の
様
々
な
主
体
が
互
い
に
顔

の
見
え
る
連
携
を
築
き
な
が
ら
、

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。�

・
教
育
面
を
は
じ
め
、
地
域
の
価
値

を
再
認
識
す
る
た
め
の
活
動
が
活

発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。�

�
●
課
題�

・
ジ
オ
サ
イ
ト
の
価
値
評
価
や
そ
の

保
全
方
法
に
お
い
て
は
科
学
的
な

裏
付
け
が
不
足
し
て
い
る
。�

・
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
の
明
確
化
、
ジ

オ
サ
イ
ト
へ
の
案
内
看
板
や
わ
か

り
や
す
い
解
説
板
の
設
置
、
ガ
イ

ド
ス
キ
ル
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。�

���

　
再
認
定
審
査
を
受
け
て
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
「
白
神
山
地
の
恵
み

に
生
き
る
」
の
確
認
と
強
化
を
目
的

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
研
究
部
会
と
ガ
イ
ド
部
会

の
10
名
で
、
秋
田
大
学
の
林
信
太
郎

教
授
の
進
行
の
も
と
、
白
神
山
地
の

成
り
立
ち
と
「
恵
み
」
を
再
確
認
す

る
場
と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

次
の
４
つ
の
分
野
に
分
け
具
体
的
な

ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成
し
て
い
く
こ
と

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。�

�

・
地
学
的
な
観
点�

・
生
態
系�

・
食�

・
歴
史
、
文
化�

��������������

　
ま
た
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
白
神

山
地
の
恵
み
に
生
き
る
」
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

「
大
地
で
遊
ぼ
う
」
を
付
け
加
え
る

こ
と
や
、
八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
を

象
徴
す
る
ジ
オ
サ
イ
ト
を
「
白
神
の

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
（
継
続
）
と
す
る

こ
と
と
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
実
施

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
こ
の
提
案
を
ジ
オ
パ
ー

ク
の
運
営
委
員
会
に
諮
っ
て
い
き
ま

す
。�

連載� 第�71回� 再認定審査結果�

広報はっぽう　2017.1月号�10広報はっぽう　2017.1月号�11
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ク
推
進
協
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会�

〒
０
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２
６
３
２�

秋
田
県
山
本
郡
八
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八
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字
三
十
釜
一
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八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます�

はっぽうの元気な企業�はっぽうの元気な企業�株式会社　嶋田建設�

住民に喜んでもらえる工事を目指す太田治彦さん�

住民に「良くなった」と�
言われる工事をしたい�

住
民
か
ら「
良
く
な
っ
た
」と

　
　
言
わ
れ
る
工
事
を
し
た
い
。�

　
こ
う
話
す
の
は
、
株
式
会
社

嶋
田
建
設
の
代
表
取
締
役
、
太

田
治
彦
さ
ん（
塙
）。
昭
和
40
年

１
月
に
創
業
し
た
嶋
田
建
設
の

代
表
取
締
役
を
平
成
16
年
か
ら

務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
観

光
協
会
会
長
や
、
能
代
山
本
雇

用
開
発
協
会
理
事
な
ど
も
務
め

て
い
ま
す
。�

　
嶋
田
建
設
は
、
主
に
道
路
や

橋
梁
、
下
水
道
管
の
補
修
工
事
、

自
然
災
害
時
の
土
木
工
事
、
除

雪
作
業
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い

ま
す
。
町
と
「
災
害
応
急
対
策

の
協
定
」
を
結
ん
で
い
る
、
町
建

設
業
協
会
に
も
加
盟
し
て
お
り
、

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
が

発
生
し
た
時
は
、
町
と
連
携
し
て

復
旧
工
事
に
あ
た
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
毎
年
春
に
事
務

所
周
辺
の
大
沢
地
区
の
ゴ
ミ
拾
い

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

こ
こ
で
働
く
従
業
員
は
26
名
。

　
　
そ
の
中
の
一
人
、
田
口
由
美

子
さ
ん
（
目
名
潟
）
は
勤
務
し
て

か
ら
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。
仕
事

の
内
容
は
、
経
理
や
人
の
出
入
り

の
管
理
な
ど
で
す
。
ど
ん
な
思
い

で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺

う
と
、
「
事
業
所
へ
の
支
払
い
な

ど
間
違
え
ず
、
会
社
の
信
用
を
落

と
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
期
間
だ
け
の
除
雪
作
業

員
な
ど
従
業
員
も
募
集
し
て
い
る

の
で
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。�

最
後
に
太
田
さ
ん
に
仕
事
に
対

　
　
す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
橋
の
補
修
や
道
路
の
拡
幅
工
事

を
す
る
こ
と
で
、
住
民
か
ら
生
活

し
や
す
く
な
っ
て
良
く
な
っ
た
と

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
で
す
。
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。�

・産業分類／建設業�

・主な仕事内容／道路・橋�

　梁等の補修、水道管の補�

　修、除雪作業�

株式会社 嶋田建設�
（峰浜塙字豊後長根141-1）�

TEL 0185-76-2106

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
三
　
輪
　
拓
　
磨�

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク�

　
　
再
認
定
審
査
　
結
果
発
表�

�

審
査
結
果�

ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り�

　八峰町スキークラブは、約20名で構成され、冬の時期にスキーやスノーボー

ドの技術向上などを目的に活動している団体です。�

　毎年１月～２月にかけて、阿仁スキー場などで移動スキー・スノーボード教室、

田沢湖スキー場などで１泊２日の管外研修を行っており、今年も実施します。技

術の向上だけでなく、会員の親睦を深めるいい機会となっていますが、会員数が

減ってきているという悩みも抱えています。昔スキーなどをやったことがある方

や新しく始めたい方など、大歓迎ですので、一緒にスキーに行きましょう！�

記者会見の様子�

ストーリーのイメージ図�

「白神山地の恵み」について意見を出し合う参加者�



八
峰
町
で
ホ
ッ
ト
な
出
会
い
�

　「
鍋
パ
！
×
な
べ
っ
こ
遠
足
」開
催
�参加者は６種類の鍋に舌鼓を打ちました�

冬の安全運転を伝えようと鉛筆を走らせました�

　
12
月
18
日
、
滝
の
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
「
鍋
パ
！
×
な

べ
っ
こ
遠
足
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

H
A
P
P
O
 
T
U
R
N

が
、
独
身
者
の
出
会
い

の
場
を
作
ろ
う
と
、
町
の
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー

応
援
事
業
を
活
用
し
て
企
画
。
今
回
が
２
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
独
身
者
と
一
緒
で
あ
れ
ば
夫

婦
や
家
族
な
ど
も
参
加
で
き
る
と
あ
り
、
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
、
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

鍋
は
石
狩
鍋
や
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
な
ど
６
種
類

を
用
意
。
参
加
者
は
鍋
を
囲
ん
で
談
笑
す
る

な
ど
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
も
ち
つ
き
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ユ
ニ
カ

ー
ル
も
行
わ
れ
、
会
場
は
賑
や
か
な
声
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。�

ハ
タ
ハ
タ
寿
司
講
習
会
開
催�

　
八
峰
白
神
塩
も
ろ
み
で
お
い
し
く�

　
12
月
13
日
、
ハ
タ
ハ
タ
寿
司
講
習
会
が
あ

き
た
白
神
駅
と
な
り
の
緑
地
等
管
理
中
央
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
講
習
会
で
は
八
峰
町
の
特
産
品
で
あ

る
「
八
峰
白
神
塩
も
ろ
み
」
を
使
い
、
誰
で

も
簡
単
に
短
い
期
間
で
ハ
タ
ハ
タ
寿
司
を
つ

く
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
町
内
だ
け
で
な
く
、
能
代
市
や

秋
田
市
か
ら
20
名
の
方
が
参
加
し
、
白
神
カ

ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
所
長
の
池
田
忠
男
さ
ん
か

ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
ハ
タ
ハ
タ
と
塩
も
ろ
み
や
並

塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
下
処
理
ま
で
を
作
業
し

ま
し
た
。
下
処
理
か
ら
完
成
ま
で
約
３
週
間

と
い
う
短
期
間
で
、
お
い
し
い
ハ
タ
ハ
タ
寿

司
を
つ
く
れ
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は
熱
心

に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。�

祖
父
母
ら
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け�

　
新
春
交
通
安
全
祈
願
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
12
月
19
日
、
峰
浜
小
学
校
の
２
年
生
が
、

新
春
交
通
安
全
祈
願
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し

ま
し
た
。�

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
能
代
山
本
地
区
交
通

安
全
協
会
の
塙
川
支
部
と
沢
目
支
部
、
Ｊ
Ａ

あ
き
た
や
ま
も
と
八
峰
支
店
が
合
同
で
行
っ

て
お
り
、
峰
浜
小
学
校
と
な
っ
て
か
ら
は
初

め
て
で
す
。�

　
こ
の
日
は
２
年
生
が
、
祖
父
母
や
両
親
、

親
戚
な
ど
に
宛
て
て
、
用
意
さ
れ
た
年
賀
は

が
き
に
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
ま

し
た
。
「
雪
道
は
ス
リ
ッ
プ
す
る
よ
」
「
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
な
い
で
」
と
い
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
俳
句
を
添
え
て
冬
期
間

の
安
全
運
転
を
祖
父
母
な
ど
に
伝
え
よ
う
と

机
に
向
か
い
ま
し
た
。�

大
切
に
育
て
た
米「
太
陽
」�

　
峰
浜
小
５
年
生
が
松
波
苑
へ
寄
贈�

大事に作ったお米を囲んで記念撮影�

熱心に作業工程を学びました�

　
12
月
８
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
波

苑
に
お
い
て
、
峰
浜
小
学
校
５
年
生
か
ら
30

㎏
の
お
米
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。�

　
社
会
福
祉
施
設
へ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
お
米

な
ど
の
寄
贈
は
、
小
学
校
統
合
前
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
峰
浜
小
と
な
っ
て
か
ら
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
峰
浜
小
５
年
生
21
人
を
代
表
し

て
、
大
高
有
生
さ
ん
と
金
平
仁
南
さ
ん
が
松

波
苑
を
訪
問
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
に
取
り
組
み
収
穫
し

た
お
米
に
は
、
学
級
目
標
で
あ
る
「
太
陽
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
米
袋
に
は
５
年
生

全
員
の
自
画
像
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
受
け

取
っ
た
利
用
者
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。�

広報はっぽう　2017.1月号�12広報はっぽう　2017.1月号�13　�

第
11
回
八
峰
町
社
会
福
祉
大
会�

　
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
を
誓
う�

表彰を受け謝辞を述べる工藤さん�

　
12
月
２
日
、
フ
ァ
ガ
ス
で
第
11
回
八
峰
町

社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
８
０
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
大
会
で
は
、
民
生
児
童
委
員
功
労
や
福
祉

団
体
役
員
功
労
、
地
域
社
会
奉
仕
者
功
労
な

ど
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
被

表
彰
者
を
代
表
し
て
、
工
藤
哲
弥
さ
ん
（
浜

田
）
が
「
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
社
会
福
祉
活
動
を
続
け
、
こ
れ
ま
で

支
え
て
も
ら
っ
た
恩
に
報
い
た
い
で
す
。
」

と
、
喜
び
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
表
彰
が
終
わ
る
と
、
岩
館
第
２
で
実
施
し

て
い
る
「
い
さ
り
び
サ
ロ
ン
」
の
実
践
発
表

や
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
上
野
泰
夫
氏

に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

海
光
苑
利
用
者
の
須
藤
ツ
ヤ
ヱ
さ
ん�

　
　
　
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た�

　
12
月
20
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
海
光

苑
で
、
須
藤
ツ
ヤ
ヱ
さ
ん
の
満
１
０
０
歳
の

お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
須
藤
さ
ん
は
明
る
く
朗
ら
か
な
性
格
で
、

食
事
は
自
ら
取
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
と

て
も
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若

い
こ
ろ
は
40
年
間
魚
の
行
商
を
し
て
い
ま
し

た
。�

　
こ
の
日
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

須
藤
さ
ん
の
お
祝
い
に
は
、
須
藤
さ
ん
の
家

族
を
は
じ
め
、
施
設
利
用
者
や
職
員
が
参
加
。�

町
長
は
「
が
ん
ば
っ
て
も
っ
と
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

須
藤
さ
ん
は
、
笑
い
声
を
響
か
せ
、
し
っ
か

り
し
た
口
調
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
話
し
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。�100歳の誕生日おめでとうございます�

「秋田音頭」などなじみの民謡に聴き入りました�

三
味
線
・
尺
八
・
民
謡
シ
ョ
ー�

　
特
養
利
用
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手�

　
12
月
５
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
波

苑
と
海
光
苑
で
「
三
味
線
・
尺
八
・
民
謡
シ

ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
利
用
者
は
三
味
線
や
尺

八
の
音
色
と
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
こ
の
シ
ョ
ー
は
、
越
中
秀
雄
プ
ロ
ア
ク
シ

ョ
ン
（
カ
ッ
チ
キ
台
）
に
よ
る
も
の
で
、「
高

橋
孝
二
朗
と
仲
間
」
と
共
に
毎
年
こ
の
時
期

に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
11
回
目
と
な
り

ま
す
。�

　
海
光
苑
で
は
、
「
お
こ
さ
節
」
や
「
長
者

の
山
」
、
「
浪
花
の
松
五
郎
」
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
生
の
三
味
線
や
尺
八
、
太
鼓

の
音
に
合
わ
せ
た
唄
に
、
利
用
者
は
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
一
緒
に
歌

う
姿
や
手
踊
り
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
と
て

も
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。�

ハ
　
ッ
　
ポ
　
ー�

タ
　
ー
　
ン�
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生涯学習だより� 八峰町教育委員会　生涯学習課�

山本郡八峰町八森字中浜196－1�

TEL　0185-77-3700　FAX　0185-74-5290

編集�

あたらしい本のおしらせ�

ファガス図書室�

�

わたなべちなつ�

新井洋行�

小学館�

マーク・ティーグ�

かんべあやこ�

�

原ゆたか�

村上しいこ�

西東社編集部�

朝日新聞出版�

�

　村薫�

宮部みゆき�

佐々木譲�

恩田陸�

塩田武士�

東野圭吾�

佐藤愛子�

ポプラ社編集部�

つり人社�

洋泉社MOOK�

荻原さちこ�

Emi�

小林 理恵�

多香山みれ �

戸松葉美 �

犬丸治�

【絵本】�

かがみのサーカス（かがみのえほん）�

カラフル（すこやかあかちゃんえほん）�

０さいからのドラえもんはじめてずかん　のりもの�

きょうりゅうたちのいただきます�

開運えほん�

【児童書】�

かいけつゾロリの王子さまになるほうほう�

図書室の日曜日　－遠足はことわざの国 －�

名探偵の謎とき推理！世界の名作ミステリー全８作�

マンガ世界の偉人　１～６巻�

【一般書】（小説、よみもの、実用書、郷土）�

【小説】土の記（上）・（下）�

【小説】三鬼　三島屋変調百物語四之続�

【小説】沈黙法廷�

【小説】蜜蜂と遠雷�

【小説】罪の声�

【文庫小説】雪煙チェイス�

【よみもの】人間の煩悩�

【よみもの】シルバー川柳・６�

【よみもの】熊！に出会った襲われた�

【よみもの】おんな城主 井伊直虎の生涯�

【実用書】旅好き女子の城萌えバイブル�

【実用書】仕事も家庭も楽しみたい！わたしがラクする家事時間�

【実用書】スーパーフードの教科書�

【実用書】基礎からはじめるペーパークイリング�

【実用書】誰が書いても美しく見える　字手紙入門�

【実用書】役者がわかる！演目がわかる！歌舞伎入門�

峰栄館図書室�
�

岩合光昭�

大森裕子�

ヨシタケシンスケ�

トロル�

さいとうしのぶ�

�

原ゆたか�

廣嶋玲子�

嵩瀬ひろし�

ベアトリーチェ・マジーニ�

小倉帆真�

�

高殿円�

吉田泰弘�

西尾維新�

住野よる�

辻村深月�

山折哲雄�

朝日新聞取材班�

景山聖子�

学研プラス�

ASAHI ORIGINAL�

さとうかよこ�

米本かおり�

Junko�

溝口和也�

石塚真一�

【絵本】�

１０ねこ�

へんなところ�

なつみはなんにでもなれる�

おしりたんてい　ププッおしりたんていがふたりいる!?�

おかしなおかしなのはなし�

【児童書】�

かいけつゾロリの王子さまになるほうほう�

ゆうれい猫ふくこさん�

ピカチュウは名たんてい�

イチゴのお手紙つき　1～２巻�

おそ松さん　番外編�

【一般書】（小説、よみもの、実用書など）�

【小説】上流階級　１～２巻�

【小説】バースディカード�

【小説】掟上今日子の旅行記�

【小説】よるのばけもの�

【小説】クローバーナイト�

【よみもの】「ひとり」の哲学�

【よみもの】子どもと貧困�

【実用書】今日から使える読み聞かせテクニック�

【実用書】カフェみたいな暮らしを楽しむ本　部屋リメイク編�

【実用書】棒針編みのマフラー・帽子・ミトン�

【実用書】世界一楽しい遊べる鉱物図鑑�

【実用書】ごはんのおやつ�

【実用書】コンビニ菓子でデコ★スイーツ作っちゃお！�

【実用書】働く女子のヘアアレンジBOOK�

【コミック】BLUE GIANT １～９巻�

金谷信榮氏の寄付金で購入した本、�
寄贈本もご紹介しています.  寄贈本もご紹介しています.  

他の新刊図書は各図書室にお問い合わせください。�

　移動図書館車「としょカーん」の山崎典康です。利用者の方から「冬
期間も巡回してくれるんですよね？」と声をかけてもらいます。私も
暴風雪波浪警報が出たらどうしようと思い、毎日各局の天気予報をチ
ェックしていますが、悪天候でも行きますよ！冬って意外と自分の時
間が増えませんか？読みたい本があったら教えてください。要望にで
きるだけお応えしたいと思っています。よろしくお願いします！�

○期間：2月21日（火）～24日（金）��
○場所：ファガス図書室、峰栄館図書室、移動図書館車�
　期間中 は「本の貸し出し」はお休みします。��
　「本の返却」はいつもどおり受け付けています。�
※蔵書点検とは？��
図書室内のすべての本を一冊一冊チェックして、なく
なっている本がないか探す作業です。�

蔵書点検のため休館します�
選書ツアーの本を展示・貸出しています�

　当選された方には直接ご連絡をさしあげております。�
　たくさんのご応募ありがとうございました。�

ふろく抽選会の当選発表について�

■移動図書館車「としょカーん」だより■�

〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時�
　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉�
■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196-1　 　　0185-77-3700�
■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20-1　　0185-76-2323

ファガス図書室＆峰栄館図書室　特集コーナー�

　11月26日の選書ツアーでは、参加者の皆さ
んから図書室に置く本を選んでいただきました。
　選んだ本はファガス図書室・峰栄館図書室で
展示・貸出をしてい
ます。選んだ方のお
すすめコメントや感
想もあわせて紹介し
ています。（展示は
３月末まで）�

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
�

八
峰
町
教
育
委
員
会
�

　
　
　
教
育
長
　
　

千
　
葉
　
良
　
一
�

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
�

　
新
し
い
年
を
迎
え
町
民
の
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
旧
年
中
は
本
町
教
育
行
政
の
推
進
・

充
実
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十

八
年
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
教
育
委

員
会
関
連
の
諸
事
業
・
行
事
も
初
期

の
目
的
を
達
成
し
滞
り
な
く
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
�

　
と
り
わ
け
、
長
い
間
の
念
願
で
あ

り
ま
し
た
中
学
校
及
び
峰
浜
地
区
小

学
校
の
統
合
が
校
舎
の
大
改
修
や
、

駐
車
場
な
ど
の
環
境
整
備
事
業
を
含

め
て
計
画
通
り
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
の
も
、
町
議
会
並
び
に
町

民
や
保
護
者
等
関
係
各
位
の
ご
理
解
・

ご
尽
力
の
お
陰
で
あ
り
、
重
ね
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
八
峰
町
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を
大
い

に
活
用
し
な
が
ら
教
育
行
政
の
方
針

で
あ
る
「
創
造
性
豊
か
な
人
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
の
実
現

に
精
一
杯
取
り
組
み
、
本
町
の
教
育

施
策
で
あ
る
「
生
涯
学
習
の
推
進
」
、

「
学
校
教
育
の
充
実
」
、
「
社
会
教

育
の
充
実
」
の
実
現
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。
�

��



日・曜日� 行　事　名� 場　　所� 時　　間� 内　　　　容�
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平成29年�

午後2：00～午後3：00�
�

午前9：30～午前11：00�
�

午後1：30～午後3：00�

午後1：30～午後3：00�

午前9：30～正午�

午後2：00～午後3：30�
�

午前10：00～午後1：00�
�

受付：�
午後0：30～午後1：00�
�

午後1：30～午後3：30�
�

午前9：30～午前11：45�
�

午前10：00～午後3：00�
�

午前9：30～午前11：00�
�

午前10：00～午後3：00�
�
午後2：00～午後3：30�

午前9：30～正午�

受付：午後0：30～午後1：00�

受付：午前9：30～午前10：00�

午後2：00～午後3：30�

�
午後2：00～午後3：30�

�

試合開始：午前8：30～�
�

午前10：00～午後2：00�
�

午前9：00～午後2：00�

午前9：00～�

午前10：00～正午�
�

午後1：30～午後3：30�
�

午前9：30～午前11：30�

午前9：30～午前11：00�
�

午後2：00～午後3：30

ファガス�
（シーガル）�

子育て支援センター�
�

沢目駅前コミュニティセンター�

八森第1コミュニティセンター�

社会福祉協議会（旧八森中）�

八森第３地蔵堂�
�

三ツ森公民館�
�

八森保健センター�
�
�

塙川健康センター�
�

あきた白神体験�
センター�

あきた白神体験�
センター�

子育て支援センター�
�

八森保健センター�
�

立石コミュニティセンター�

社会福祉協議会（旧八森中）�

八森保健センター�

八森保健センター�

茂浦コミュニティセンター�

浜田コミュニティ�
センター�
�

八峰町民体育館�
（旧八森中）�

あきた白神体験セン�
ター、御所の台里山�

集合：あきた白神体験センター�

おらほの館前�

漁火の館�
�

椿台コミュニティセ�
ンター「ぬかもり館」�

社会福祉協議会（旧八森中）�

子育て支援センター�
�

中浜コミュニティセンター�

あった会�
�

めんちょこひろば�
�

駅前健康教室�

八森地区健康教室�

心配ごと相談�

八森第３介護予防教室�
�

三ツ森健康教室�
�

１歳６か月児健康診査�
※健診日が変更となっています。�
�

交流サロン「らべんだー」�
�

女性の健康アップ講座�
�

第6回運動教室�
�

めんちょこひろば�
�

活き活き健康教室�
�

立石介護予防教室�

心配ごと相談�

３歳児健康診査�

１歳児健康相談�

茂浦介護予防教室�

�
浜田健康教室�

�

全町バスケットボール�
大会（～29日）�

親子で探検隊！あきた�
白神の冬をエンジョイ�

スノーシューでいく冬の留山�

ポンポコ山さ、恋来い�

いさりびサロン�
�

もりのカフェ�
�

行政相談�

めんちょこひろば�
�

中浜介護予防教室�

月�
�

火�
�

�

�

水�

木�

金�

�
�

�
�
�
�

�

日�
�

月�
�

火�

�
�

�

�

水�

�

木�

��

金�
�

土�
�
�

�

日�

�
�

�
�

�

月�

火�

�

16�
�

17�
�

�

�

18�

19�

20�

�
�

�
�
�
�

�

22�
�

23�
�

24�

�
�

�

�

25�

�

26�
�
�

27�
�

28�
�
�

�

29�

�
�

�

�

�

30�

31�

�

読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞�
かせなどをします。お気軽にお立ち寄りください。�

対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん�
内容：自由遊び：新しい遊具であそびましょう。�

駅前町内会の方はどなたでもご参加ください。�

八森第1・2・3自治会の方はどなたでもご参加ください。�

担当：大高アツ子相談員�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予防訓練�

テーマ：減塩とカロリーを控えた食事について�
内容：栄養士講話、みそ汁塩分測定、調理実習�
希望者は13日（金）まで鈴木保健衛生委員へ。�

対象：H27年4月生～H27年7月生�
�

陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準�
備してお待ちしております。どなたでもお気軽に�
お立ち寄り下さい。�

※詳しくは12月22日発行のお知らせ版２ページを�
　ご覧ください。�

内容：ラダートレーニング�
問合せ先：福祉保健課健康推進係　　76－4608�

対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん�
内容：体を動かして、親子でリフレッシュしましょう。�

対象：脳卒中後遺症の方　内容：健康チェック・訓練�
※参加希望者は健康推進係へ　　76－4608　　77－4050�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予防訓練�

担当：田村鐵夫相談員�

対象：H25年4月生～H25年7月生�

対象：H27年12月生～H28年1月生�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予防訓練�

内容：健康講話・健康相談�
テーマ：血圧について�
浜田自治会の方はどなたでもご参加ください。�

28日は小学生及び中学生、29日は一般が熱戦を�
繰り広げます。�

※詳しくは18ページをご覧ください。�
�

※詳しくは18ページをご覧ください。�

野菜などなんでも販売する売りたいもの市も開催！�

対象地区：岩館第２　　参加費：１人100円�
お茶やおいしいお菓子を用意しております。�

椿台自治会員の交流の場です。椿台自治会の方は、�
どなたでもお気軽においでください。�

担当：辻正英委員�

対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん�
内容：節分の制作�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予防訓練�

�
�

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　７６－４６０８�

子供から大人まで食育について考えてみましょう�

「食育」とは？�

　食に関するさまざまな経験

を通し、人として生きる力を

育むことです。�

　新しい年が始まりました。心身ともに健康で暮らすために大切なことは毎日の食事です。

食べることは生涯にわたって続くことですから、子供はもちろん、大人になっても「食育」

は重要です。�

　最近、食生活で何か気になることはありませんか？例え

ば、栄養の偏りや濃い味付け、食事のマナー…少しでも気

になることがあったら今日から心がけてみましょう。それ

が食育の始まりです。�

　「平成28年度食に関するアンケート調査」より保護者の皆さんが、普段お子さんの食事

で心がけていることをいくつか紹介します。皆さんの家庭でも取り入れてみませんか。�

◎朝ご飯は味噌汁やスープを飲み、体を温めるようにしている。�

◎子供が嫌いな食べ物を周りの大人が美味しそうに食べる姿を見せる。�

◎様々な食材を食べてもらうため細かく刻み、食べやすいよう調理方法を変えている。�

◎子供と一緒に畑で野菜を収穫し、料理を作ることで、前まで食べなかった物も食べるよ

うになった。また家族にも食べるようすすめる。�

◎ジュースは外出時のみ、普段はお茶を飲むようにしている。�

●食事の時間を大切にしましょう！�
　誰かと一緒に囲む食卓はコミュニケーションの場でも

あります。家族や友達との食事は、会話を楽しみながら、

食べる楽しさをゆっくり味わいましょう。�

　また、子供のいる家庭では家族と一緒の食事時間を作

りましょう。親や祖父母から子供へ正しい箸の持ち方や

食事のマナー、食の文化等を伝える良い機会になります。�

●朝食習慣を身につけましょう！�
　朝食は１日を活動的に過ごすための大事なスイッチで

す。脳のエネルギー源であるブドウ糖を補給し、脳と体

をしっかり目覚めさせましょう。�

　さらに、朝食を食べるには夕食時間も大切です。前日

の夕食時間が遅いと、「朝起きられない」「お腹が減ら

ず食べられない」等の悪いリズムができてしまいます。�

　この悪循環を断ち切り、生活リズムを整えるためにも、

まずは朝食習慣を身につけましょう。�

〈問１〉お子さんは朝食を食べますか�

毎日食べる�
92.8％�

無回答�
1.2％�

週３回以上は�
食べる�
2.4％�

週１～２回は食べる�
3.6％�

毎日１回以上�
65.1％�

無回答�
4.8％�

２～３日�
に１回�
19.3％�

週に１回�
程度�
3.6％�

全員そろう�
ことはない�
7.2％�

〈問１〉・〈問２〉「平成28年度食に関するアンケート調査」�

町内子ども園保護者104人（０歳児を除く）を対象に行い

ました。83名（回収率79.8％）の回答がありました。�

〈問２〉１日１回は家族全員で食事を�
　　　 しますか�



��
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
い
く
冬
の
留
山�

日
時
　�

第
１
回
　:
１
月
29
日（
日
）�

第
２
回
　:
２
月
５
日（
日
）�

第
３
回
　:

２
月
12
日（
日
）�

第
４
回
　:

２
月
19
日（
日
）�

第
５
回
　:

２
月
26
日（
日
）�

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時�

　
※
悪
天
候
時
、
中
止
あ
り�

集
合
場
所
　�

　
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
ビ
ュ
ー
シ
ー
ラ
イ
ン
南

口
か
ら
林
道
を
通
っ
て
留
山

に
向
か
い
ま
す
。
深
雪
の
林

道
を
往
復
約
５
㎞
歩
き
ま
す
。�

対
象
　
小
学
５
年
生
以
上
で
体

力
に
自
信
の
あ
る
方
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）
。
１
日

10
名
ま
で
（
最
少
催
行
人
数

４
名
）
。�

参
加
料
　
１
人
２
千
円
（
日
帰

り
体
験
料
、
案
内
ガ
イ
ド
料

等
含
む
）�

持
ち
物
　
冬
の
山
歩
き
が
で
き

る
服
装
、
ク
ツ
、
リ
ュ
ッ
ク
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
軽
い
昼

食
等
。�

申
込
期
限
　
希
望
日
の
７
日
前�

　
　
　
　
あ
き
た
白
神
体
験
セ

ン
タ
ー
（
　
77
ー

４
４
５
５
）�

��

親
子
で
探
検
隊
！
あ
き
た
白
神

の
冬
を
エ
ン
ジ
ョ
イ�

日
時
　
１
月
28
日（
土
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時�

場
所
　�

　
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー
、

御
所
の
台
里
山�

内
容
　
滝
の
間
海
岸
で
ビ
ー
チ

コ
ー
ミ
ン
グ
、
ピ
ッ
ザ
作
り
、

里
山
ア
ニ
マ
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ�

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者
10
組

（
山
歩
き
可
能
な
幼
児
の
同

伴
可
、最
少
催
行
３
組
）�

参
加
料
　
１
人
１
千
円
（
体
験

料
、
保
険
料
）�

持
ち
物
　
冬
の
山
歩
き
が
で
き

る
服
装
、
防
寒
靴
等�

申
込
期
限
　
１
月
20
日（
金
）�

　
　
　
　
あ
き
た
白
神
体
験
セ

ン
タ
ー
（
　
77
ー

４
４
５
５
）�

���

心
は
れ
ば
れ
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座�

　
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

適
切
な
対
応
が
で
き
る
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、

無
料
で
す
。�

日
時
　
１
月
18
日（
水
）、
31
日

（
火
）午
後
２
時
〜
４
時�

場
所
　
能
代
保
健
所�

　
　
　
　
秋
田
ふ
き
の
と
う
県

民
運
動
実
行
委
員
会
（
　
０

１
８
ー

８
５
３
ー

１
８
３
１
）�

�

が
ん
サ
ロ
ン�

日
時
　
１
月
17
日（
火
）�

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

場
所
　
能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ

ー
２
階
講
堂�

対
象
者
　
が
ん
患
者
、
が
ん
患

者
の
家
族
な
ど�

内
容
　
ミ
ニ
講
話
「
が
ん
の
リ

ハ
ビ
リ
」（
20
分
）、
交
流
会�

参
加
費
　
無
料
（
申
込
不
要
）�

　
　
　
　
能
代
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

（
　
52
ー

３
１
１
１
）�

���

第
11
回
八
峰
町
ユ
ニ
カ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集�

日
時
　
２
月
５
日
（
日
）�

　
受
付
　:

午
前
８
時
45
分
〜�

　
予
選
リ
ー
グ
　:

９
時
30
分
〜�

場
所�

　
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン
タ
ー�

参
加
資
格
　
小
学
生
以
上�

チ
ー
ム
編
成
　
３
人
１
組�

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円�

申
込
締
切
　
１
月
30
日（
月
）�

そ
の
他
　
上
履
き
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
勝
ち
進
ん
だ
場
合
、

昼
食
も
必
要
で
す
の
で
各
自

ご
用
意
く
だ
さ
い
。�

　
　
八
峰
町
生
涯
学
習
課�

（
　
77
ー

３
７
０
０
）���

�

今
月
の
納
期
！�

【
町
県
民
税
第
４
期
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
第
７
期
】�

　
１
月
31
日（
火
）�

　
　
八
峰
町
税
務
会
計
課�

（
　
76
ー

４
６
０
４
）�

　
　
八
峰
町
福
祉
保
健
課�

（
　
76
ー

４
６
０
８
）�

�

お
ら
ほ
の
空
港
「
大
館
能
代

空
港
」
を
利
用
し
よ
う
！�

　
昨
年
度
欠
航
便
数
８
便
と
、

利
便
性
も
上
が
っ
た
、
近
く
て

便
利
な
大
館
能
代
空
港
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
町
内
に
住
所
の
あ
る
搭
乗
者

に
は
、
片
道
３
千
円
（
往
復
６

千
円
）
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。�

　
　
八
峰
町
産
業
振
興
課�

（
　
76
ー

４
６
０
５
）�

�����

42
歳
合
同
厄
払
い
の
ご
案
内�

　
八
峰
町
内
で
は
、
平
成
29
年

に
数
え
年
42
歳
を
迎
え
る
方
を

対
象
に
し
て
、
合
同
厄
払
い
を

行
い
ま
す
。
町
内
に
移
住
さ
れ

て
き
た
方
で
42
歳
合
同
厄
払
い

を
受
け
た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。�

合
同
厄
払
い
開
催
日
　�

　
峰
浜
地
区
　:

２
月
１
日（
水
）�

　
　
　
　
　
　
午
前
11
時�

　
八
森
地
区
　:

２
月
４
日（
土
）�

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時�

参
加
費
　
５
千
円�

（
祈
祷
料
、
写
真
代
）�

　
　
峰
浜
地
区
　:

田
口
一
忠�

（
昼
　
76
ー

３
６
０
６
）�

　
　
八
森
地
区
　:

須
藤
　
也�

（
昼
　
70
ー

４
１
６
０
）�

�

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す�

　
八
峰
消
防
署
で
は
、
町
指
定

文
化
財
の
椿
銀
山
山
神
社
拝
殿

で
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行

い
ま
す
。
「
住
民
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
歴
史
あ
る
建
物

を
火
災
か
ら
守
ろ
う
。
」
と
す

る
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

し
ま
す
。�

　
　
八
峰
消
防
署�

（
　
76
ー

３
１
１
９
）�

���
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●
ス

ポ

ー

ツ

�

●
イ

ベ

ン

ト
�

●
講
　
　
　
座
�

●
お

知

ら

せ
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�

こんなとき…�

雪崩の危険信号です。�
なだれ�なだれ�

雪崩の危険信号です。�

雪崩の兆候や雪崩を発見した場合は、すぐに下記までご連絡をお願いします。�

■連絡先　　八峰町建設課　建設係　　　　　　７６－４６１０�

　　　　　　山本地域振興局建設部　工務課　　５２－６１０９�

雪崩の速度� 雪崩の種類�
雪崩とは山腹に積もった雪が重力の作用によって、崩れ落ちる

現象をいいます。また、すべり面の位置の違いによって大きく表

層雪崩と全層雪崩の2つにわけられます。�

雪崩の速度は、雪崩の密度、層厚などの

要因によっていろいろです。おおむね、

表層雪崩の場合は100～200Km／hと新

幹線並みの速度。また、全層雪崩の場合

は40～80Km／hと自動車並みの速度と

されています。新幹線と自動車では、ブ

レーキをかけてからとまるまでの走行距離が違うのと同様に、

表層雪崩の方がより遠くまで流下します。�

表層雪崩表層雪崩�表層雪崩� 全層雪崩全層雪崩�全層雪崩�

全層雪崩全層雪崩�全層雪崩�
積雪�積雪�

積雪�積雪�

積雪�積雪�

積雪�積雪�

すべり面�すべり面� すべり面�すべり面�

表層雪崩表層雪崩�表層雪崩�

停止距離停止距離�停止距離�

停止距離停止距離�停止距離�

←ブ←ブレーキのレーキの位置�←ブレーキの位置�

気温が低気温が低く�
古い雪の上雪の上に�
多量の新雪多量の新雪が積が積もっもったときとき�

気温が低く�
古い雪の上に�
多量の新雪が積もったとき�

降雪や降雨の後降雪や降雨の後、�
天気が良く天気が良く�
気温が温が上が上がったときとき�

降雪や降雨の後、�
天気が良く�
気温が上がったとき�

八峰�町�峰�浜�沼�田�「�道�の�駅�」�と�な�り  �7�6�－�4�6�4�9�
よ ろ し �く�

おらほの館�おらほの館�おらほの館�おらほの館�
今月のおすすめ商品�

水抜剤�
車用と灯油タンク用�

気温が下がるとタンク
内に結露し、水ができ
ます。�
凍結して故障の原因に
なる前に、１本どうぞ!!
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（敬称略）�（敬称略）�

12月�

（
12
月
31
日
現
在
）
�

■
人
口
　
７，
５
２
５
人
　（
減
11
）�

　
●
男
　
３，
５
５
５
人
　（
減
７
）�

　
●
女
　
３，
９
７
０
人
　（
減
４
）�

■
異
動
内
訳
�

　
●
出
　
生
　
　
　
　
　
　
２
人
�

　
●
死
　
亡
　
　
　
　
　
　
14
人
�

　
●
転
　
入
　
　
　
　
　
　
10
人
�

　
●
転
　
出
　
　
　
　
　
　
９
人
�

■
世
帯
数�

　
　
３，
１
０
９
世
帯（
３
世
帯
増
）�

（
　
）の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。�

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に
�

基
づ
い
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
（
外
国
人
を
含
む
）
�

奈
　
良
　
　
藍
　
咲
　（
　
椿
　
）
�

　
　
　
　【
竜
介
・
実
布
　
長
女
】
�

赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�

あ
い
�

さ
�

浦
　
嶋
　
　
琉
　
翔
　（
目
名
潟
）
�

　
　
　
　【
廉
弥
・
優
花
　
長
男
】
�

り
�

と
�

お

く

や

み

お

く

や

み

�

お

く

や

み

�

武
　
田
　
キ
　
ン
（
86
）
畑
　
谷�

　
　
田
　
敏
　
広
（
45
）
岩
館
１�

若
　
狹
　
ト
キ
ヱ
（
91
）
田
　
中�

工
　
藤
　
正
　
秀
（
70
）
八
森
３�

山
　
崎
　
芳
太
郎
（
86
）
畑
　
谷�

川
　
尻
　
浅
　
子
（
92
）
カ
ッ
チ
キ
台�

佐
　
藤
　
　
榮
　
（
80
）
岩
館
１�

菊
　
地
　
れ
い
子
（
65
）
横
　
間�

第11回�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋�

����������

　
鈴
木
了
で
す
。
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
、
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
役
場
職
員
・
町
民

・
協
力
隊
が
三
位
一
体
と
な
り
、

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
た
１

年
で
し
た
。�

【
挑
戦
１
　:

お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
】�

　
今
ま
で
３
回
開
催
し
、
２
月
に

は
４
回
目
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
回
県
外
か
ら
の
参
加

が
あ
り
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
や

郷
土
料
理
な
ど
の『
も
の
づ
く
り
』

を
通
し
、
八
峰
町
の
人
の
温
か
さ

に
ふ
れ
、
八
峰
町
の
フ
ァ
ン
と
な

っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
全
国
に

八
峰
町
の
良
さ
を
伝
え
る
、
「
八

峰
町
の
営
業
マ
ン
」
が
数
多
く
誕

生
し
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
移
住
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
人
が
実
際
に
移
住
し
、
今
度

は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
移
住
ツ
ア

ー
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。�

【
挑
戦
２
　:

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
】�

　
自
宅
の
床
や
壁
を
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
仕
上
げ
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
フ
ォ
ー
ム
」
。

（
Ｄ
Ｉ
Ｙ
＝
何
で
も
自
分
で
や
っ

て
み
る
）�

　
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
、
素

人
も
で
き
る
こ
と
は
一
緒
に
な
っ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
床
貼
り
、

塗
り
壁
、
ペ
ン
キ
な
ど
を
プ
ロ
に

教
わ
り
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
の

挑
戦
を
動
画
で
配
信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
八
峰
町
の
空
き
家
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
は
県
内
外
へ
知
れ
渡

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

【
挑
戦
３
　:

交
流
事
業
】�

　
な
べ
っ
こ
遠
足
。
杉
を
使
っ
た

も
の
づ
く
り
。
海
の
家
の
オ
ー
プ

ン
。
若
者
の
団
体
と
一
緒
に
様
々

な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
若
者
が
挑
戦
す
る
姿
は
、
町

民
に
元
気
を
与
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
れ
ら
の
挑
戦
を
通
し
、
木
工

職
人
・
農
家
・
大
工
・
漁
師
・
役

場
職
員
・
協
力
隊
な
ど
職
業
の
枠

を
超
え
、
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め

の
チ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。�

　
今
年
は
ど
ん
な
挑
戦
を
し
よ
う

か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。�

　
私
の
任
期
も
あ
と
１
年
と
３
か

月
で
す
。
任
期
後
に
向
け
た
挑
戦

も
、
こ
の
協
力
隊
の
コ
ー
ナ
ー
で

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�

人
の
動
き
�

ＤＩＹで壁や塗装を仕上げた�
移住者の住まい�

八
峰
町
へ
﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
�

　
　
応
援
基
金
寄
附
金
と
し
て
﹈
�

児
　
玉
　
　
和
　
久
　（
東
京
都
）�

佐
　
藤
　
　
威
　
紀
　（
千
葉
県
）�

櫻
　
井
　
　
秀
　
樹
　（
東
京
都
）�

白
　
瀧
　
　
智
　
崇
　（
大
阪
府
）�

小
　
島
　
　
　
学
　
　（
福
島
県
）�

三
　
橋
　
　
利
　
晴
　（
岡
山
県
）�

武
　
田
　
　
節
　
雄
　（
千
葉
県
）�

佐
　
藤
　
　
律
　
子
　（
能
代
市
）�

鈴
　
木
　
　
直
　
織
　（
東
京
都
）�

赤
　
羽
　
　
弘
　
吏
　（
東
京
都
）�

清
　
水
　
　
克
　
眞
　（
神
奈
川
県
）�

佐
　
藤
　
　
マ
ツ
子
　（
神
奈
川
県
）�

川
　
治
　
　
大
　
介
　（
京
都
府
）�

灘
　
　
　
　
　
太
　
　（
福
岡
県
）�

野
　
崎
　
　
三
　
貴
　（
東
京
都
）�

山
　
本
　
　
　
篤
　
　（
東
京
都
）�

佐
々
木
　
　
佳
　
子
　（
岡
山
県
）�

菅
　
　
　
　
智
　
茂
　（
茨
城
県
）�

山
　
本
　
　
了
　
司
　（
愛
知
県
）�

坂
　
本
　
　
秀
　
樹
　（
東
京
都
）�

松
　
田
　
　
大
　
策
　（
東
京
都
）�

藤
　
井
　
　
洋
　
光
　（
東
京
都
）�

和
　
田
　
　
佳
一
郎
　（
兵
庫
県
）�

カ
ト
ラ
ー
・
マ
ー
ク
　（
東
京
都
）�

立
　
松
　
　
尚
　
積
　（
東
京
都
）�

内
　
田
　
　
佳
　
昭
　（
東
京
都
）�

角
　
田
　
　
良
　
明
　（
広
島
県
）�

干
　
場
　
　
革
　
治
　（
東
京
都
）�

吉
　
田
　
　
保
　
宣
　（
千
葉
県
）�

井
　
潟
　
　
正
　
彦
　（
東
京
都
）�

日
　
沼
　
　
直
　
之
　（
北
海
道
）�

芹
　
田
　
　
　
忍
　
　（
神
奈
川
県
）�

青
　
木
　
　
　
厚
　
　（
埼
玉
県
）�

和
賀
井
　
　
哲
　
治
　（
東
京
都
）�

柳
　
原
　
　
將
　
男
　（
東
京
都
）�

武
　
井
　
　
孝
　
治
　（
東
京
都
）�

池
　
谷
　
　
康
　
弘
　（
神
奈
川
県
）�

鈴
　
木
　
　
　
高
　
　（
千
葉
県
）�

佐
々
木
　
　
　
淳
　
　（
埼
玉
県
）�

�

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
�

　
　
　
﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈
�

小
　
林
　
　
金
　
造
　（
石
　
川
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
サ
ワ
ノ
�

越
　
中
　
　
美
喜
子
　（
　
椿
　
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
夫
　
和
　
博

佐
　
藤
　
　
悦
　
子
　（
浜
　
田
）�

　
　
　
　
　
　
亡
義
母
　
ト
ミ
ノ
�

　
　
田
　
　
厚
　
子
　（
岩
館
１
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
子
　
敏
　
広
�

白
　
鳥
　
　
和
　
美
　（
仲
　
村
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
　
金
四
郎
�

田
　
村
　
　
　
旭
　
　（
岩
　
子
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
　
米
　
男
�

若
　
狹
　
　
勝
　
廣
　（
田
　
中
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
ト
キ
ヱ
�

金
　
田
　
　
　
基
　
　（
八
森
１
）�

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
キ
ヨ
子
�

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、�

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）�

軽油引取税免税証（農業用）交付申請について�

　農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の集合受付を行います。交付を希望する方は、必要書類を準備

の上、下記の受付日に申請してください。お住まいの地域の受付に都合がつかない場合は、他の地域の会場で

も申請することができます。他の地域会場の受付日程については、総合県税事務所までお問い合わせください。�

　総合県税事務所山本支所窓口での受付は２月16日から行いますが、その場合、集合受付を行った方よりも

免税証の交付が遅くなりますので、できるだけ下記会場で申請手続を行ってください。�

■申請受付日時　　２月15日（水）　午前10：00～午前11：30、午後１：00～午後３：30�

■申請受付会場　　県山本地域振興局　３階　大会議室�

■必要書類一覧�

■問合せ先　　　秋田県総合県税事務所　課税部課税第二課　　018－860－3341�

　　　　　　　　秋田県総合県税事務所　山本支所　　　　　　52－6201

※注意　①当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入してお越しください。�

　　　　　原則として、受付は記入された方から行います。申請書用紙の無い方は下記の問合せ先に連

絡してください。�

　　　　②平成29年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期間が到来する場合は更新申請が必要です。�

　　　　③秋田県証紙（400円分）は免税証交付時にいただきます。�

　　　　④共同申請で、使用者が加わる場合は新規申請、使用者が脱退等する場合は書換申請が必要に

なります。なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要になります。�

区 分 �

新 規 �

更 新 �

継 続 �

書 換 �

�

○�

○�

○�

免

税

軽

油

�

使

用

者

証

�
○�

�

�

○�

機

械

の

�

購

入

証

明

書

� ○�

○�

免
税
軽
油
使
用
者

証
交
付
申
請
書
� ○�

○�

誓

約

書

�

○�

○�

秋

田

県

証

紙

�

（
４
０
０
円
）�

○�

○�

○�

○�

免

税

証

交

付

�

申

請

書

�

○�

○�

○�

○�

農
業
委
員
会
が
交

付

す

る

�

耕

作

証

明

書

� �

○�

○�

○�

免
税
軽
油
の
引
取

り

等

�

に
係
る
報
告
書
� �

○�

○�

○�

28
年
中
に
購
入
し

た
軽
油
の
納
品
書

又
は
購
入
証
明
書
� ○�

○�

○�

○�

�印

鑑

�

�

○�

○�

○�

�未
使
用
の
免
税
証
�

町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�
町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�

契約金額�28,080,000円（落札率98.48％）�
請負業者�大森建設㈱　八森本店�

■12月９日入札分�
○小入川橋橋梁補修工事�

契約金額�3,888,000円（落札率79.66％）�
請負業者�㈲富岳工務所�

■12月19日入札分�
○松くい虫被害木伐倒処理業務委託�

契約金額�3,920,400円（落札率73.54％）�
請負業者�㈲富岳工務所�

○松くい虫防除対策事業（国庫）�
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輝く人生を応援します�

ABS秋田放送�
好評放送中�

今
の
人
生
を
支
え
る
�

　
　
　
大
切
な
言
葉
�つどいの郷 ま・な 代表 落合康友 氏� 松庵寺 副住職 渡邊英心 氏�

総合案内�

カフェイン�
配合タイプ�

糖質ゼロ�
タイプ�

ノンカフェイン�
タイプ�

疲れと冷えは疲れと冷えは�
かぜのもと！かぜのもと！�

病気に負けない病気に負けない�
　体力づくり！　体力づくり！�

お湯わりがお湯わりが�
　おすすめ　おすすめ�
　　　　ですです！�生薬配合の生薬配合の�

栄養剤栄養剤�

疲れと冷えは�
かぜのもと！�

病気に負けない�
　体力づくり！�

お湯わりが�
　おすすめ�
　　です！�生薬配合の�

栄養剤�


